
映画を観てシアターキノ支配人の 

中島ひろみさんと語ろう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 申込締切は 

11/14(土)まで 

第 54回 シネサロンのお誘い 

－ シネサロンって何？ － 
ふた月に一度、市民出資の映画館シアターキノの支配人

中島ひろみさんをかこみ、映画を観たもの同士がお茶を

飲みながら語り合い、感想を述べ合う集いです。 

 

いつも丁寧に 

説明してくれる 

中島ひろみさん 

  

 

この映画は、人々の毎日の食卓の向こう側で生きる、全国の若い農家たちを４年にわたって取材

したドキュメンタリーである。 

最新統計によると、４９歳以下の農家は日本の人口のわずか 0.1％にまで減少している。農業を

取り巻く状況が年々厳しさを増していく中、彼らは自分たちを「絶滅危惧種」であると明るく笑い

ながら、さまざまな知恵と工夫で道を切り開こうとしている。土の中の微生物の力を引き出して週

休 1.5 日を実現する有機農家。1 億円の借金を抱えた大規模酪農から放牧へと舵を切り、牛を「適

正規模」に減らすことで家族の笑顔を取り戻した酪農家の夫婦。マニュアルが通用しない理不尽な

自然を相手に、若い農家たちは自らの創造力でタフに生き抜いていく。 

『千年の一滴 だし しょうゆ』『百姓の百の声』の柴田昌平監督が、生産現場の圧倒的な生命力と

消費社会の無知という「深い断絶」に迫り、再生へのヒントを見つける待望の新作。 

 

 

 

 

発行：生活クラブ文化委員会 

今回のテーマは『百姓、わらう。』です。 

2026年 11月 7日（土）～シアターキノにて ROADSHOW！ 

※７日・8日は柴田昌平監督のゲストトークがあります! 

シネサロンに参加される方は事前に映画をご覧ください。 

（上映時間についてはシアターキノ HPから確認できます） 
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